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韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権

ク
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　　ソ

朔夢

1
　
は
じ
め
に

　
韓
国
は
一
九
八
八
年
二
月
二
五
日
か
ら
発
効
し
た
改
正
憲
法
に
よ
っ
て

今
民
主
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
民
主
化
は
、
過
去
に

お
い
て
、
政
権
を
握
っ
た
人
達
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
非
民
主
的
な
措
置
と

法
律
を
正
し
改
廃
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
過
去
韓
国
国
民

の
熱
意
あ
る
要
望
の
闘
い
の
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
盧
泰
愚
大
統
領
民
正
党
の
政
権
は
、
一
九
八
八
年
四
月
、
国
民
総

選
挙
で
議
席
の
過
半
数
を
割
り
ま
し
て
、
野
党
三
党
が
過
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
即
ち
、
民
正
党
一
二
五
、
平
民
党
七
一
、
民
主
党
六
〇
、

共
和
党
三
五
、
無
所
属
八
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
与

党
と
政
府
が
苦
し
い
立
場
に
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
野
党
三
党
に
よ

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

っ
て
過
去
の
是
正
、
悪
法
の
改
廃
と
、
新
し
い
民
主
化
に
進
ん
で
い
く
よ

う
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
与
・
野
党
は
お
の
お
の
の
政
策
遂
行
に
関
し
て
激
烈
な
衝
突
が
予
想
さ

れ
る
が
、
そ
の
と
き
譲
歩
と
妥
協
と
共
に
共
同
目
標
で
あ
る
民
主
化
と
経

済
建
設
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
う
で
な
い
場

合
に
は
過
去
に
例
が
あ
っ
た
よ
う
な
不
幸
な
革
命
等
が
予
想
さ
れ
な
い
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
世
界
が
注
目
し
て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
経
済

建
設
と
民
主
化
は
必
ず
立
派
に
な
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
的
な

義
務
が
与
・
野
党
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
意
味
で
与
・
野
党

の
責
任
は
本
当
に
重
い
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
成
熟
し
た
与
・
野
党
と

政
府
の
政
治
技
術
を
見
守
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
ん
。

　
現
行
の
憲
法
は
第
九
次
改
正
で
第
六
共
和
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

一
共
和
国
か
ら
第
六
共
和
国
ま
で
の
期
間
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
共
和
国
、
一
九
四
八
年
七
月
－
一
九
六
〇
年
六
月

　
第
二
共
和
国
、
一
九
六
〇
年
六
月
ー
一
九
六
一
年
五
月

　
　
軍
事
革
命
軍
政
、
一
九
六
一
年
五
月
ー
一
九
六
二
年
一
二
月

　
第
三
共
和
国
、
一
九
六
二
年
二
一
月
ー
一
九
七
二
年
二
月

　
第
四
共
和
国
、
一
九
七
二
年
一
一
月
ー
一
九
八
○
年
一
〇
月

　
第
五
共
和
国
、
一
九
八
O
年
一
〇
月
ー
一
九
八
八
年
二
月

　
第
六
共
和
国
、
一
九
八
八
年
二
月
ー

狂

第
一
共
和
国
憲
法
の
制
定

　
韓
国
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
日
本
の
植
民
地
と
し
て
合
併

さ
れ
、
一
九
一
九
年
三
月
一
日
に
は
韓
国
民
の
独
立
運
動
が
頂
点
に
達
し

ま
し
た
。
そ
の
前
後
海
外
に
亡
命
し
た
愛
国
の
独
立
運
動
者
達
は
亡
命
政

府
を
樹
立
し
て
臨
時
憲
法
を
公
布
し
ま
し
た
。
臨
時
憲
法
は
上
海
臨
時
政

府
が
中
心
に
な
っ
て
制
定
し
た
一
九
一
九
年
九
月
一
一
日
の
大
韓
民
国
臨

時
憲
法
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
九
日
、
一
九
四
四
年
四

月
二
二
日
等
に
、
他
の
地
域
で
の
亡
命
政
府
か
ら
公
布
さ
れ
た
憲
法
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
憲
法
の
主
な
内
容
は
自
由
民
主
主
義
の
独
立
国
家
を

基
本
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
日
本
の
敗

北
と
と
も
に
、
韓
国
は
日
本
帝
国
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二

た
。
し
か
し
当
時
戦
勝
強
大
国
で
あ
る
米
ソ
の
支
配
下
に
お
か
れ
韓
半
島

は
三
八
度
線
を
中
心
に
、
北
は
ソ
連
軍
が
、
南
は
米
軍
が
進
駐
し
て
、
軍

政
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
と
南
は
分
断
さ
れ
た
ま
ま
お
の
お
の
の
軍
政
の
も
と
で
、
北
は
社
会

主
義
の
、
南
は
自
由
民
主
主
義
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
独
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
韓
半
島
は
こ
の
よ
う
に
、
北
と
南
に
分
断
さ
れ
、
武
力
的

対
立
を
続
け
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
主
に
大
韓
民
国
の
憲
法
を
中
心
に
し
て
、
国
家
緊
急
権
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
終
戦
後
ま
も
な
く
南
北
統
一
憲
法
制
定
と
、
統
一
政
府
樹
立
の
た
め
に

南
北
進
駐
の
米
ソ
軍
司
令
部
と
、
両
地
域
の
国
民
指
導
者
た
ち
は
何
回
か

会
合
を
し
ま
し
た
が
、
結
局
決
裂
し
、
南
北
両
側
は
仕
方
な
く
独
立
の
憲

法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
韓
国
憲
法
制
定
は
、
一
九
四
七
年
三
月
一
七
日
米
軍
政
法
令
第
一
七
五

号
に
よ
り
、
米
軍
政
が
設
置
し
た
「
南
朝
鮮
過
渡
立
法
議
院
」
が
制
定
し

た
選
挙
法
か
ら
で
す
。
こ
の
選
挙
法
に
よ
っ
て
、
一
九
四
八
年
五
月
一
〇

日
韓
国
で
は
は
じ
め
て
、
国
民
が
参
加
し
た
国
会
議
員
の
国
民
総
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
一
九
八
名
の
国
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、
憲
法
制
定

を
主
な
任
務
と
し
、
初
代
に
限
り
任
期
二
年
に
し
ま
し
た
。
あ
と
は
任
期

四
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
会
が
構
成
さ
れ
、
は
じ
め
て
建
国
憲

法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
会
は
一
九
四
八
年
五
月
三
一
目



開
会
さ
れ
、
議
長
に
李
承
晩
を
選
任
し
て
、
即
時
憲
法
制
定
の
準
備
に
は

い
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
起
草
委
員
会
で
一
六
回
の
会
議
を
経
て
、
本
会

議
で
三
読
会
し
承
認
し
て
、
一
九
四
八
年
七
月
一
七
日
議
長
李
承
晩
が
署

名
し
、
全
世
界
に
公
布
し
ま
し
た
。
韓
国
は
、
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
主
要

国
家
機
構
を
構
成
し
、
国
家
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
一
九
四
八
年
一
二
月
九
日
に
は
国
連
総
会
で
四
九
対
六
の

多
数
で
独
立
国
家
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
米
国
を
は
じ
め
主
要

自
由
友
邦
の
国
家
か
ら
も
個
別
的
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

皿

第
一
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
第
一
共
和
国
憲
法
の
大
筋
は
三
権
分
立
の
大
統
領
制
で
あ
り
、
基
本
権

保
障
、
憲
法
委
員
会
等
を
お
い
て
い
ま
す
。
大
統
領
の
任
期
は
四
年
で
再

選
に
よ
り
一
次
重
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
家
緊
急
権
は
第
一
共
和
国
憲
法
か
ら
第
六
共
和
国
憲
法
ま
で
比
較
的

多
様
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
先
ず
第
一
共
和
国
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
共
和
国
憲
法
で
は
「
緊
急
命
令
・
緊
急
財
政
処
分
」
と
い
う
名
称

で
緊
急
権
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
緊
急
権
の
発
動
要
件
は
、
ω
内

憂
・
外
患
・
天
災
・
地
変
ま
た
は
重
大
な
財
政
・
経
済
上
の
危
機
に
処
し

た
場
合
、
㈲
公
共
の
安
寧
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
緊
急
な
措
置
が
必
要

で
あ
る
場
合
、
㈹
国
会
の
開
会
を
待
つ
余
裕
が
な
い
場
合
に
限
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
緊
急
権
の
発
動
は
法
律
的
効
力
を
も
ち
ま
す
。
緊
急
権
発
動
の

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

際
は
国
会
に
報
告
し
て
承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
も
し

そ
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
そ
の
効
力
は
喪
失
す
る
と
規
定

し
て
い
ま
す
（
第
五
七
条
二
項
）
。

　
こ
の
よ
う
な
緊
急
命
令
、
処
分
権
の
ほ
か
に
、
大
統
領
に
は
戒
厳
令
宣

布
権
が
あ
り
ま
す
（
第
六
四
条
）
。
戒
厳
令
宣
布
は
戦
時
・
事
変
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
非
常
事
態
で
兵
力
を
も
っ
て
回
復
を
目
ざ
す
の
が
特
徴
で

す
。
戒
厳
令
に
は
、
非
常
戒
厳
令
と
警
備
戒
厳
令
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
効
力
等
に
関
し
て
は
戒
厳
法
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
あ
と
の
共
和
国
憲

法
で
、
詳
し
く
述
べ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
憲
法
条
文
に
根
拠
を
お
い
て
、
第
一
共
和
国
で
は
、
輔

九
五
〇
年
の
六
・
二
五
事
変
と
一
九
六
〇
年
の
四
・
一
九
学
生
義
挙
の
と

き
に
、
非
常
戒
厳
と
緊
急
命
令
等
を
宣
布
し
て
、
こ
の
緊
急
権
を
行
使
し

て
李
承
晩
は
統
治
し
て
き
ま
し
た
。

w
第
二
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
1
．
緊
急
財
政
処
分
・
命
令
権

　
一
九
六
〇
年
六
月
の
第
二
共
和
国
憲
法
で
は
、
第
一
共
和
国
の
李
承
晩

の
緊
急
権
濫
用
の
統
治
を
か
え
り
み
て
、
大
統
領
制
を
排
除
し
、
議
院
内

閣
制
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
命
令
権
を
廃
止
し
て
、
緊
急
財
政
命

令
、
処
分
権
だ
け
を
規
定
し
ま
し
た
。
即
ち
、
ω
緊
急
財
政
処
分
は
、
国

務
会
議
の
議
決
を
得
て
、
大
統
領
が
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
第
五
七

二
五
三



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

条
一
項
）
。
㈲
緊
急
財
政
命
令
は
、
処
分
の
執
行
に
必
要
な
場
合
に
限
っ

て
、
国
務
総
理
が
法
律
的
効
力
を
も
つ
命
令
を
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

（
第
五
七
条
二
項
）
。
㈹
そ
し
て
、
上
の
よ
う
な
命
令
と
処
分
を
な
し
た
場
合

は
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
国
会
に
報
告
し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
と
ぎ
民
議
院
（
下
院
）
が
解
散
さ
れ
た
場
合

に
は
、
参
議
院
（
上
院
）
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
承
認

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
と
き
か
ら
処
分
と
命
令
の
効
力
は

喪
失
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
（
第
五
八
条
）
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
当
時

憲
法
全
面
改
正
が
民
主
主
義
的
手
続
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
2
．
戒
厳
令
宣
布
権

　
戒
厳
令
宣
布
権
は
、
第
二
共
和
国
憲
法
第
六
四
条
に
、
国
務
会
議
の
議

決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
大
統
領
は
、
戒
厳
宣
布
が
不

当
で
あ
る
と
認
定
し
た
場
合
、
国
務
会
議
の
議
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
宣
布

を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
条
文
を
追
加
し
て
い
ま
す
（
第
六
四

条
二
項
）
。
そ
し
て
戒
厳
令
を
宣
布
し
た
場
合
、
そ
の
効
力
は
戒
厳
宣
布

当
時
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
国
民
の
権
利
、
行
政
機
関
と
法

院
の
権
限
に
対
し
て
特
別
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
L
ま
し

た
（
第
六
四
条
三
項
）
。

　
こ
の
よ
う
な
第
二
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権
の
規
定
は
伝
統
的
緊

急
権
の
範
囲
を
越
え
な
い
緊
急
権
の
た
め
か
、
一
年
た
ら
ず
で
不
幸
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四

軍
事
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。
事
実
上
第
二
共
和
国
で
は
李
承
晩
独
裁
と

い
う
苦
い
経
験
を
し
た
た
め
、
李
政
権
が
四
・
一
九
学
生
義
挙
で
倒
れ
た

あ
と
、
与
・
野
党
が
民
主
的
に
国
民
の
合
意
を
得
て
歴
史
的
な
憲
法
を
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
年
足
ら
ず
で
空
し
く
な
り
ま
し
た
。

V
第
三
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
1
．
軍
事
革
命
と
憲
法
改
正
の
背
景

　
一
九
六
一
年
五
月
一
六
日
不
都
合
に
も
軍
事
革
命
が
お
こ
っ
て
、
立

法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
が
完
全
に
革
命
委
員
会
の
軍
政
下
に
お
か
れ
、

全
国
に
非
常
戒
厳
令
が
宣
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
五
月
一
九
日
軍
事
革
命

委
員
会
は
、
国
家
再
建
最
高
会
議
と
い
う
名
前
に
か
え
て
、
　
「
国
家
再
建

非
常
措
置
法
」
と
い
う
憲
法
的
効
力
を
も
つ
法
を
制
定
・
公
布
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
第
二
共
和
国
憲
法
は
、
非
常
措
置
法
に
抵
触
し
な
い
範
囲

内
で
効
力
を
も
つ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
第
二
共
和
国
憲
法
の
ど
の
条

文
が
抵
触
す
る
か
し
な
い
か
の
具
体
的
な
内
容
は
、
非
常
措
置
法
を
は
じ

め
ど
こ
に
も
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
彼
等
は
執
権
し
て

い
く
過
程
に
お
い
て
、
自
分
等
の
便
利
と
都
合
の
良
い
よ
う
に
憲
法
解
釈

を
す
る
だ
け
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　
軍
事
革
命
の
軍
政
に
対
し
、
国
民
は
ひ
ど
く
反
擬
し
ま
し
た
の
で
、
一

九
六
一
年
八
月
一
二
日
に
当
時
朴
正
煕
最
高
会
議
議
長
は
、
一
九
六
三
年

春
に
政
権
を
民
政
に
移
譲
す
る
と
し
て
、
憲
法
改
正
を
表
明
し
ま
し
た
。



そ
し
て
一
九
六
二
年
七
月
一
二
日
に
、
国
家
再
建
最
高
会
議
内
に
、
憲
法

改
正
審
議
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
一
九
六
二
年
二
月
五
日
に
は
、
憲
法
改
正
案
を
国
家
再
建
最

高
会
議
を
経
て
公
告
し
、
一
九
六
二
年
一
二
月
一
七
日
に
国
民
投
票
を
行

い
（
韓
国
で
最
初
の
国
民
投
票
）
、
投
票
者
六
割
以
上
の
賛
成
に
よ
り
憲
法
改

正
（
第
五
次
）
を
し
て
、
一
九
六
二
年
一
二
月
二
六
日
に
公
布
し
ま
し
た
。

　
立
派
な
議
院
内
閣
制
の
憲
法
を
破
壊
し
て
、
こ
の
よ
う
に
改
正
し
た
憲

法
は
、
大
統
領
制
を
復
活
し
、
大
統
領
に
対
し
て
は
、
国
家
緊
急
権
、
立

法
拒
否
権
を
認
め
ま
し
た
。
国
会
単
院
制
、
国
民
投
票
制
等
を
執
権
予
定

者
で
あ
る
朴
正
煕
の
意
の
ま
ま
に
制
定
し
た
背
景
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
で
は
第
三
共
和
国
憲
法
上
の
緊
急
命
令
権
と
戒
厳
宣
布
権
お
よ
び
超
憲

法
的
緊
急
権
行
使
に
関
し
て
述
べ
ま
す
。

　
2
．
緊
急
命
令
権

　
第
三
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
第
一
共
和
国
当
時
の
大
統
領
緊
急
命

令
権
が
復
活
し
ま
し
た
。
緊
急
命
令
の
場
合
（
第
七
三
条
二
項
）
、
国
家
の

安
危
に
関
係
あ
る
重
大
な
交
戦
状
態
に
お
い
て
、
国
家
を
保
衛
す
る
た

め
、
緊
急
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
き
、
国
会
の
開
会
が
不
可
能
な
場
合

に
限
っ
て
、
大
統
領
は
、
法
律
の
効
力
を
も
つ
命
令
と
処
分
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
命
令
ま
た
は
処
分
は
、
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
国
会
に
報
告
し
て
、
そ

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
命
令
ま
た
は
処
分
は
、
そ
の
と
ぎ
か
ら
効
力
を
喪
失
し
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
命
令
に
よ
っ
て
改
正
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
法
律
は
、

そ
の
命
令
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
か
ら
当
然
効
力
を
回
復
す
る

（
第
七
三
条
三
．
四
項
）
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
大
統
領
は
、
上
記
の
事
項
を

遅
滞
す
る
こ
と
な
く
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
七
三
条
五
項
）
と
し

て
い
ま
す
。

　
3
．
戒
厳
令
宣
布
権

　
第
三
共
和
国
の
戒
厳
令
宣
布
権
は
、
第
一
・
二
共
和
国
憲
法
に
比
べ
て
、

そ
の
要
件
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
大
統
領

は
、
戦
時
・
事
変
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
国
家
非
常
事
態
に
お
い
て
、

兵
力
を
も
っ
て
、
軍
事
上
の
必
要
、
ま
た
は
公
共
の
安
寧
秩
序
の
維
持

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
戒
厳
を
宣

布
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
七
五
条
一
項
）
と
し
て
い
ま
す
。
戒
厳
は
非
常

戒
厳
と
警
備
戒
厳
の
二
種
に
分
け
ら
れ
て
（
第
七
五
条
二
項
）
い
ま
す
。
戒

厳
が
宣
布
さ
れ
た
場
合
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
令
状

制
度
、
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
、
政
府
と
法
院
の
権
限
に
関

し
て
、
特
別
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
（
第
七
五

条
三
項
）
。
そ
し
て
、
戒
厳
を
宣
布
し
た
場
合
、
大
統
領
は
遅
滞
す
る
こ
と

な
く
国
会
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
国
会
が
戒
厳
の
解
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

を
要
求
し
た
場
合
に
は
、
大
統
領
は
、
こ
れ
を
解
除
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
（
第
七
五
条
四
・
五
項
）
。

　
こ
の
よ
う
な
緊
急
権
の
規
定
に
も
拘
ら
ず
、
執
権
者
で
あ
る
当
時
の
朴

正
煕
は
、
超
憲
法
的
に
三
選
執
権
の
た
め
の
改
憲
を
行
い
、
新
た
な
緊
急

権
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　
4
．
超
憲
法
的
三
選
改
憲

　
当
時
朴
政
権
の
独
裁
に
対
す
る
国
民
の
不
満
は
累
積
し
て
い
ま
し
た
。

　
朴
大
統
領
の
長
期
執
権
へ
の
野
望
に
乗
っ
て
、
朴
正
煕
執
権
党
で
あ
る

共
和
党
は
、
任
期
四
年
一
次
重
任
の
任
期
が
終
え
る
時
期
に
な
っ
て
李
承

晩
の
長
期
執
権
方
法
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
朴
大
統
領
に
三
選
限
り
の
、
当
選

を
認
め
る
と
い
う
改
憲
案
を
出
し
ま
し
た
。
一
九
六
九
年
九
月
一
四
日
深

夜
に
、
共
和
党
（
与
党
）
だ
け
が
国
会
第
三
別
館
に
秘
密
的
に
集
ま
っ
て
そ

の
改
憲
案
を
通
過
さ
せ
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
二
一
日
形
式
的
な
国
民
投

票
で
確
定
し
公
布
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
結
局
朴
正
煕
は
三
選
さ
れ
、
執
権

を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
横
暴
に
ょ
り
自
由
民
主
主
義
は
抹
殺
さ

れ
、
独
裁
の
舞
台
が
継
続
し
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
国
民
は
ま
す
ま
す
苦

し
く
な
り
、
他
方
情
報
化
政
治
が
益
々
強
く
な
り
ま
し
た
。

5
．
超
憲
法
的
緊
急
権

三
選
の
任
期
も
近
づ
く
頃
、
国
民
は
ま
す
ま
す
激
し
く
抵
抗
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六

た
ま
ら
な
く
な
っ
た
朴
正
煕
は
、
国
内
外
の
情
勢
変
化
、
特
に
北
側
の
対

抗
措
置
の
た
め
で
あ
る
と
の
名
分
を
か
か
げ
て
、
今
度
は
超
憲
法
的
に

「
国
家
保
衛
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
（
全
文
一
二
条
）
と
い
う
憲
法
的
に

効
力
あ
る
も
の
を
、
ま
た
与
・
野
党
の
激
烈
な
対
立
の
中
で
、
共
和
党
だ

け
で
強
制
的
に
採
決
し
制
定
し
ま
し
た
（
炉
渤
靴
恥
、
塾
一
一
ゴ
影
）
（
蠣
阯
謎

聖
断
炉
㏄
舷
律
）
。
こ
の
法
律
は
国
家
保
衛
の
名
分
を
前
提
に
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
朴
政
権
維
持
の
手
段
で
あ
り
、
国
民
弾
圧
用
と
し
て
制
定
さ
れ

た
わ
け
で
す
。
そ
の
内
容
は
非
常
事
態
の
宣
布
と
解
除
、
経
済
規
制
、

国
家
動
員
令
、
集
会
・
結
社
・
言
論
・
出
版
特
別
措
置
、
勤
労
者
の
団
体

交
渉
・
行
動
権
規
制
、
歳
出
予
算
変
更
な
ど
で
し
た
。
一
九
七
一
年
一
二

月
六
日
宣
布
し
た
「
国
家
非
常
事
態
宣
布
」
は
こ
の
法
律
第
二
条
．
国
家

非
常
事
態
宣
布
”
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
非
常
事
態
宣
布
期

問
中
こ
の
法
違
反
の
犯
罪
者
は
非
常
事
態
解
除
後
に
お
い
て
も
そ
の
処
罰

に
影
響
は
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。

M
　
第
四
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
1
．
超
憲
法
的
憲
法
改
正

　
右
の
よ
う
な
悪
法
に
根
拠
し
て
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
、

突
然
、
国
会
の
解
散
、
政
治
活
動
の
中
止
、
国
民
の
基
本
権
一
部
停
止

（
具
体
的
条
文
明
示
な
し
）
等
を
内
容
に
し
た
い
わ
ゆ
る
「
維
新
宣
布
」
と

い
う
非
常
措
置
が
断
行
さ
れ
ま
し
た
。



　
そ
し
て
行
政
府
の
国
務
会
議
を
「
非
常
国
務
会
議
」
と
し
、
こ
の
名
の

も
と
で
、
国
会
の
権
限
ま
で
行
使
し
ま
し
た
。
同
時
に
非
常
戒
厳
令
を
宣

布
し
て
、
す
べ
て
の
大
学
に
対
し
休
校
を
命
じ
、
デ
モ
等
の
反
政
府
運
動

を
強
く
事
前
予
防
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
二
年
一
〇
月
二
七
日
に
は
、
非
常
国
務
会
議
が
、
新
し
い
憲
法

改
正
案
を
議
決
し
た
と
し
、
非
常
戒
厳
令
の
も
と
で
同
年
一
一
月
二
一
日

国
民
投
票
し
、
確
定
し
た
と
し
て
一
九
七
二
年
一
二
月
二
七
日
宣
布
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
第
四
共
和
国
（
維
新
）
憲
法
で
す
。

　
実
は
こ
の
と
き
に
あ
と
で
申
し
上
げ
る
超
強
力
的
な
大
統
領
の
権
限
の

憲
法
案
が
既
に
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
上
記
の
よ
う
な
プ
・
セ
ス
を
、
形

式
的
に
、
す
ま
せ
た
だ
け
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
一
部
の
没
知
覚
の
事
業

家
達
と
社
会
の
有
志
、
ま
た
は
、
官
製
の
諸
団
体
で
は
熱
く
支
持
す
る
と

い
う
模
様
が
多
く
の
文
献
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
九
七
二
年
一
二
月
二
七
日
憲
法
は
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
憲
法

に
よ
る
国
会
議
員
選
挙
法
を
は
じ
め
、
既
に
非
常
国
務
会
議
で
は
新
憲
法

上
に
お
け
る
重
要
な
法
律
を
制
定
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
統
一
主
体
国

民
会
議
代
議
員
」
の
選
挙
法
（
全
文
一
三
七
条
附
則
一
八
条
）
、
　
「
統
一
主
体

国
民
会
議
法
」
、
　
「
国
会
議
員
選
挙
法
」
、
　
「
政
府
組
織
法
」
、
「
法
院
組
織

法
」
、
「
憲
法
委
員
会
法
」
、
「
政
党
法
」
等
を
制
定
し
公
布
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
新
し
い
国
会
に
お
い
て
、
朴
政
権
が
望
む
通
り
の
法
律
が
制
定

さ
れ
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
前
も
っ
て
皆
制
定
し
た
も
の
で
す
。
そ
し

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

て
国
家
機
構
の
改
革
も
、
選
挙
も
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
っ
て
断
行
し
終
え

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
朴
大
統
領
は
、
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
の
優
越
的

指
導
者
の
地
位
に
つ
い
て
、
権
限
を
振
い
強
固
な
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
2
．
緊
急
措
置
権

　
第
四
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
国
家
緊
急
権
を
、
超
憲
法
的
緊
急
権

に
転
換
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
緊
急
権
発
動
の
要
件
は
、
大
統
領
は
、
天
災
、
地
変
、
ま
た
は
重

大
な
財
政
・
経
済
上
の
危
機
に
処
し
て
い
る
場
合
と
、
国
家
の
安
全
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ま
た
は
、
公
共
の
秩
序
が
重
大
な
威
脅
を
受
け
る
か
、
受
け
る
憂
慮
が
あ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
と
き
、
迅
速
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
内

政
・
外
交
・
国
防
・
経
済
・
財
政
・
司
法
等
、
国
政
全
般
に
わ
た
っ
て
必

要
な
緊
急
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
五
三
条
一
項
）
、
と
規
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
緊
急
措
置
の
効
力
は
、
憲
法
に
規
定
し
て
い
る
国
民
の
自
由

と
権
利
を
暫
定
的
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

政
府
と
法
院
の
権
限
に
関
し
て
緊
急
措
置
を
と
る
こ
と
も
で
ぎ
ま
す
（
第

五
三
条
二
項
）
。

　
ま
た
緊
急
措
置
を
し
た
場
合
に
は
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
国
会
に
通
告
し

な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。
緊
急
措
置
に
対
し
て
は
、
司
法
的
審
査
の
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
五
三
条
三
・
四
項
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

　
一
方
緊
急
措
置
の
原
因
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
大
統
領
は
、
遅
滞
す

る
こ
と
な
く
解
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
会
は
在
籍
過
半
数
の
賛

成
で
、
緊
急
措
置
解
除
を
、
大
統
領
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
と
き
大
統
領
は
、
特
別
な
事
由
が
な
い
限
り
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
（
第
五
三
条
五
・
六
項
）

　
こ
の
よ
う
な
緊
急
権
条
文
を
根
拠
に
し
て
、
朴
政
権
で
は
緊
急
措
置
第

一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
発
し
な
が
ら
統
治
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
第
九
号

（
翫
叱
事
誓
獲
魏
黙
縫
灘
喚
）
は
、
第
一
号
奮
八
号
ま
で
の
も
の

を
ほ
ぽ
包
括
し
た
統
合
的
な
内
容
の
も
の
で
い
ろ
い
ろ
と
詳
し
く
規
定
し

て
い
ま
し
た
。
特
に
憲
法
改
正
発
言
、
反
対
、
請
願
等
は
一
切
許
さ
れ
な

い
し
、
表
現
の
自
由
も
示
威
も
完
全
に
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
東
亜
日

報
の
広
告
欄
が
白
紙
の
ま
ま
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
弾
圧
の
強
さ
の
現

わ
れ
で
あ
り
ま
す
（
脚
功
溺
曄
撒
照
衡
弍
詑
肋
牌
卜
○
）
。

　
憲
法
第
五
一
条
一
項
で
、
　
「
国
家
の
安
全
保
障
、
ま
た
は
公
共
の
秩
序

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
モ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
重
大
な
威
脅
を
受
け
る
か
、
受
け
る
憂
慮
が
あ
る
と
ぎ
…
…
」
と
規
定

し
て
い
る
の
を
み
て
も
そ
の
判
断
は
、
大
統
領
だ
け
が
自
由
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
事
前
的
・
予
防
的
措
置
を
意
味
し
ま
す
。
大
統
領
の
独
裁
の
範

囲
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
、
ま
た
司
法
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
国
会
の
統
制
も
解
除
建
議
に
す
ぎ
な
い
こ
と
等
の
点
か
ら
み
て
、
結
局
、

大
統
領
の
緊
急
権
発
動
に
対
し
て
は
一
切
の
統
制
機
関
が
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
大
統
領
は
「
統
一
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八

体
国
民
会
議
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
選
挙
す
る
間
接
選
挙
で
選
ば
れ
、
任
期

六
年
、
重
任
無
制
限
で
国
会
の
解
散
権
も
あ
り
ま
し
た
。
大
統
領
は
こ
の

よ
う
な
超
憲
法
的
憲
法
で
長
期
間
執
権
し
ま
し
た
（
一
八
年
間
）
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
奇
蹟
的
な
こ
と
は
、
事
業
家
と
国
民
の
努
力

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
経
済
発
展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
評

価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
結
局
朴
政
権
の
終
末
は
、
一
九
七
九
年

一
〇
月
二
六
日
夜
、
酒
宴
席
で
当
時
現
職
の
中
央
情
報
部
長
金
載
圭
に
よ

っ
て
朴
大
統
領
が
銃
殺
さ
れ
た
と
き
で
し
た
。
そ
し
て
第
四
共
和
国
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
3
．
戒
厳
宣
布
権

　
戒
厳
宣
布
規
定
は
第
三
共
和
国
憲
法
規
定
と
同
様
な
の
で
省
略
し
ま

す
。

W
　
第
五
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
1
．
背
景
と
経
過

　
一
九
七
九
年
一
〇
月
二
六
日
朴
死
亡
事
態
後
新
憲
法
公
布
ま
で
の
一
年

間
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
り
ま
し
た
。
ま
ず
大
統
領
が
死
亡
し
た
当
時

国
務
総
理
で
あ
っ
た
崔
圭
夏
が
大
統
領
の
権
限
代
行
に
お
い
て
、
朴
大
統

領
の
国
葬
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
崔
圭
夏
は
一
九
七
九
年
一
二
月
六

目
「
統
一
主
体
国
民
会
議
」
で
、
大
統
領
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て



「
危
機
管
理
政
府
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
第
四
共

和
国
時
代
に
発
布
し
た
緊
急
措
置
第
九
号
を
四
年
七
カ
月
ぶ
り
に
解
除
し

ま
し
た
。
こ
の
九
号
で
逮
捕
さ
れ
た
、
二
六
一
名
も
釈
放
し
、
ヂ
漕
善
前

大
統
領
と
金
大
中
等
六
八
七
名
の
復
権
措
置
等
も
行
い
、
自
由
な
政
治
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
金
鍾
泌
、
金
泳
三
も
加
わ
っ
て
三
金
は
平

和
的
政
権
交
代
協
力
を
約
束
し
、
政
治
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
社
会
的
混
乱
を
理
由
に
し
て
五
月
一
七
日
、
政
府
で
は
全
国
拡
大
の

非
常
戒
厳
令
宣
布
と
共
に
、
戒
厳
司
令
部
で
過
去
の
政
治
家
・
高
位
公
職

者
、
不
正
蓄
財
者
等
を
連
行
調
査
し
処
罰
乃
至
蓄
財
還
収
等
の
制
裁
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
金
も
政
治
活
動
か
ら
隠
退
す
る
と
、
声
明
を
出
し
て
隠

退
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
態
の
前
に
国
会
で
は
与
・
野
党
の
一
四
名
ず
つ
の
改
憲
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
、
国
会
の
改
憲
案
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
民
主
化
の
運
動
が
行
き
過
ぎ
て
、
舎
北
地
域
の
鉱
夫
達
の
騒
動
が
あ
っ

た
り
、
学
生
達
の
大
規
模
デ
モ
、
光
州
民
主
化
運
動
等
が
起
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
国
家
全
体
の
混
乱
で
は
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
上
記
の
五
・
一

七
措
置
が
な
さ
れ
、
こ
の
と
き
か
ら
軍
内
部
の
、
あ
る
野
望
を
も
っ
た
者

が
、
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
国
軍
保
安
司
令
官
で
あ
っ
た
全
斗
換
が
中
央
情
報
部
長
を
兼
ね

た
、
核
心
的
な
地
位
に
つ
ぎ
、
五
・
一
七
措
置
を
と
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
名
分
は
崔
大
統
領
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
　
「
国
家
保
衛
非
常
対
策
委
員

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

会
」
を
設
置
し
、
こ
の
常
務
委
員
長
に
全
斗
換
が
就
任
、
戒
厳
司
令
部
と

協
力
し
て
、
社
会
浄
化
を
行
い
、
国
政
全
般
に
か
け
て
統
制
機
能
を
も

ち
、
は
た
ら
き
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
八
千
余
名
の
公
務
員
を
粛
清
し
た

あ
と
「
国
家
保
衛
立
法
会
議
」
に
変
名
し
て
、
新
改
正
憲
法
の
効
力
発
生

日
ま
で
国
会
の
機
能
と
役
割
を
し
ま
し
た
。
ま
た
崔
大
統
領
も
下
野
圧
力

を
受
け
て
、
就
任
二
二
五
日
目
に
退
任
し
、
全
斗
換
が
「
統
一
主
体
国
民

会
議
」
か
ら
選
出
さ
れ
大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
全
斗
換
の
政
権
纂
奪
過
程
が
あ
り
ま
し
た
。
憲
法
改
正

は
、
全
斗
換
の
意
の
ま
ま
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
改
正
委
員
会
が
行
い
、
全

斗
換
の
意
思
を
反
映
し
た
憲
法
を
草
案
し
て
一
九
八
O
年
一
〇
月
二
二
日

国
民
投
票
、
一
〇
月
二
七
日
正
式
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
こ
の
憲
法
改

正
も
第
三
・
四
共
和
国
憲
法
と
同
じ
く
既
に
執
権
予
定
者
の
意
思
を
前
提

と
し
た
改
憲
で
し
た
。

　
2
．
緊
急
権
（
非
常
措
置
権
）

　
第
五
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
第
四
共
和
国
で
の
緊
急
権
の
濫
用
を

反
省
し
て
、
多
少
修
正
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
即
ち
、
事
前
・
予
防
的
緊

急
措
置
で
な
く
て
、
伝
統
的
緊
急
権
理
論
の
も
と
に
、
事
後
的
措
置
に
復

帰
す
る
と
い
う
意
味
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
第
五
共
和
国
憲

法
上
緊
急
権
は
、
国
田
非
常
措
置
権
と
し
て
、
国
民
の
自
由
と
権
利
を
暫
定

的
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
㈹
政
府
と
法
院
の
権
限
に
対
し
て
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
㈹
こ
の
非
常
措
置
は
国
政
全
般
と
、
国
民

の
基
本
権
全
般
に
か
け
て
特
別
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
強

力
な
規
定
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
緊
急
権
を
第
四
共
和
国
憲
法
規
定
と
比
較
し
て
み
ま
す
。

　
①
　
第
四
共
和
国
の
「
国
家
の
安
全
保
障
、
ま
た
は
公
共
の
安
寧
秩
序

が
重
大
な
威
脅
を
受
け
る
」
を
、
第
五
共
和
国
で
は
「
国
家
の
安
全
を
威

脅
す
る
交
戦
状
態
と
、
こ
れ
に
準
ず
る
重
大
な
非
常
事
態
に
処
し
て
」
と

表
現
を
変
え
ま
し
た
が
、
解
釈
如
何
に
よ
っ
て
は
同
じ
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
　
第
四
共
和
国
の
「
威
脅
を
…
…
受
け
る
憂
慮
が
あ
り
、
迅
速
な
措
置

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
」
を
、
第
五
共
和
国
の
「
国
家
の

保
衛
の
た
め
、
迅
速
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
」
も
、

そ
の
判
断
如
何
に
よ
っ
て
は
同
じ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
③
「
内
政
・
外

交
・
国
防
・
経
済
・
財
政
・
司
法
等
、
国
政
全
般
に
か
け
て
非
常
（
緊
急
）

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
表
現
も
同
じ
で
す
。
㈲
第
五
共

和
国
憲
法
で
は
、
非
常
措
置
を
し
た
場
合
、
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
、
国
会

に
通
告
し
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
承
認
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
と
き
か
ら
措
置
の
効
力
は
喪
失
す
る
と
い
っ
た
点

が
、
第
四
共
和
国
の
国
会
へ
の
通
告
だ
け
と
規
定
し
た
の
と
違
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
国
会
が
承
認
し
な
い
場
合
は
国
会
を
解
散
（
第
五

七
条
）
し
て
、
新
国
会
か
ら
承
認
を
得
る
こ
と
も
で
ぎ
ま
し
ょ
う
。
㈲
第

四
共
和
国
で
は
緊
急
措
置
が
司
法
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇

の
に
対
し
て
、
第
五
共
和
国
で
は
こ
れ
ら
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
統
治
行
為
と
み
な
さ
れ
て
司
法
審
査
の
限
界
を
越
え
た
と
し
て
、
審
査

を
避
け
る
方
法
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
㈲
国
会
の
緊
急
権
解
除
要
求
に
対
し

て
は
、
第
四
共
和
国
は
建
議
、
第
五
共
和
国
は
解
除
要
求
と
L
て
い
ま
す
か

ら
、
大
統
領
は
解
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ω
緊
急
措
置
の
判
断

と
範
囲
は
大
統
領
一
人
だ
け
に
限
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
同
じ
で
す
。

　
非
常
措
置
の
権
限
で
、
国
会
を
解
散
し
た
り
、
憲
法
を
改
正
し
た
り
、

軍
政
を
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
伝
統
的
緊
急
権

理
論
で
あ
り
ま
す
が
。

　
非
常
措
置
権
に
は
憲
法
的
効
力
と
法
律
的
効
力
の
あ
る
二
種
が
あ
り
ま

す
。
第
四
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
は
緊
急
措
置
権
の
解
釈
に
お
い
て
、

「
非
常
命
令
」
と
「
非
常
措
置
」
は
憲
法
的
停
止
の
措
置
を
意
味
し
、
「
緊

急
命
令
」
と
「
緊
急
措
置
」
は
立
法
的
措
置
乃
至
処
分
に
該
当
す
る
と
の

主
張
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
第
五
共
和
国
で
も
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
幸
い
に
も
、
第
五
共
和
国
時
代
に
は
こ
の
非
常
措
置
権
の
行
使

は
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
国
民
は
強
く

抵
抗
し
て
、
政
権
自
体
が
危
な
く
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ

ど
、
国
民
の
政
治
的
意
識
は
強
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
統
領
に
対
し
て
、
強
力
な
非
常
措
置
権
を
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
濫
用
の
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
、
統
制
は
、
ω
発
動
要
件
を
鎮
圧
的
措



置
に
限
る
。
事
前
予
防
的
措
置
は
認
め
て
い
な
い
。
α
り
事
後
統
制
手
段
を

強
化
し
て
、
国
会
の
承
認
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
失
効
す
る
。
ま
た
国
会
の

解
除
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
無
条
件
解
除
す
る
。
圃
非
常
措
置
は
必
要

な
最
短
期
問
に
限
る
な
ど
の
統
制
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
会
の
統
制
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
法
院
ま
た
は
憲

法
委
員
会
に
お
い
て
も
、
国
務
会
議
審
議
、
文
書
の
形
式
、
副
署
等
の
要

件
事
項
お
よ
び
具
備
に
対
し
て
事
後
的
司
法
審
査
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。皿

　
第
六
共
和
国
憲
法
上
の
国
家
緊
急
権

　
1
．
改
憲
過
程

　
一
九
八
一
年
二
月
二
五
日
に
就
任
し
た
全
大
統
領
は
七
年
の
単
任
で
一

九
八
八
年
二
月
二
四
日
ま
で
執
権
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
二
月
一

二
日
国
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
、
従
来
第
一
野
党
で
あ
っ
た
民
韓
党
が
敗

北
し
て
金
泳
三
の
新
民
党
が
第
一
野
党
に
な
り
ま
し
た
。
民
韓
党
の
敗
北

の
原
因
は
過
去
民
正
与
党
に
つ
い
て
、
準
与
党
の
役
割
を
し
た
た
め
、
国

民
か
ら
離
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
鮮
明
な
第
一
野
党
と
し
て
登
場
し
た

の
が
新
民
党
で
す
。
新
民
党
は
先
ず
改
憲
を
強
く
主
張
し
て
、
結
局
与
・

野
党
が
改
憲
の
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
与
党
は

議
院
内
閣
制
、
野
党
は
大
統
領
直
選
制
を
主
張
し
て
合
意
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
全
大
統
領
は
突
然
一
九
八
七
年
四
月
一

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

三
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
切
迫
等
の
理
由
を
あ
げ
て
、
改
憲
し
な
い

と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
新
民
党
は
金
泳
三
・
金
大
中
の
勢
力
が
合

流
し
「
統
一
民
主
党
」
を
結
成
し
て
団
結
し
、
全
大
統
領
の
四
・
一
三
措

置
（
護
憲
）
を
撤
回
す
る
よ
う
闘
争
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
学
生
・

市
民
も
闘
争
を
宣
言
し
て
一
九
八
七
年
六
月
一
〇
日
と
同
六
月
二
六
日
に

は
大
々
的
な
デ
モ
行
進
を
強
行
し
、
全
大
統
領
に
迫
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

民
正
執
権
党
は
事
態
の
深
刻
さ
を
痛
感
し
て
、
全
斗
換
の
代
り
に
当
時

盧
泰
愚
民
正
党
代
表
が
、
同
六
月
二
九
日
、
大
統
領
直
選
制
改
憲
等
の
野

党
の
要
求
を
全
部
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
談
話
六
項
目
を
発
表
し
ま
し

た
。　

こ
の
あ
と
与
・
野
党
代
表
八
人
が
政
治
会
談
を
開
始
し
て
、
改
憲
案
協

議
で
妥
結
を
し
、
一
九
八
七
年
九
月
二
一
日
、
改
憲
案
全
文
を
発
表
、
一

〇
月
一
二
日
国
会
議
決
、
一
〇
月
一
二
日
国
民
投
票
で
確
定
、
一
〇
月
二

九
日
正
式
公
布
L
て
一
九
八
八
年
二
月
二
五
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
与
・
野
党
が
自
由
に
民
主
主
義
的
な
方
法
で
第
九
次
改
憲

を
行
い
、
第
六
共
和
国
の
憲
法
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　
2
．
緊
急
権
（
緊
急
財
政
・
経
済
処
分
・
命
令
権
と
緊
急
命
令
権
）

　
第
六
共
和
国
憲
法
第
七
六
条
は
、
大
統
領
の
緊
急
財
政
・
経
済
処
分
・

命
令
権
と
、
緊
急
命
令
権
を
比
較
的
詳
細
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
第
四
共
和
国
の
緊
急
措
置
権
と
、
第
五
共
和
国
の
非
常
措
置
権
と
は
、
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

当
な
相
異
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
第
三
共
和
国
の
規
定
を
復
活
し
た

よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
動
要
件
を
厳
格
に
し
、
効
力
は
法

律
の
効
力
だ
け
を
も
つ
よ
う
制
限
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
第
五
共
和
国

憲
法
よ
り
、
そ
の
強
度
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
五
共
和
国
と
具
体
的
に
違
う
点
は
、
第
六
共
和
国
で
は
、
ω
非
常
措

置
と
い
う
言
葉
を
緊
急
命
令
に
直
し
た
こ
と
、
㈹
緊
急
命
令
は
法
律
的
効

力
を
も
つ
こ
と
を
憲
法
に
規
定
し
て
あ
る
こ
と
、
岡
政
府
と
法
院
に
関
し

て
も
特
別
措
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
㈹
こ
の
命
令
で
法
律
の
改

廃
は
可
能
で
あ
る
し
、
そ
の
命
令
を
根
拠
に
し
て
、
法
規
命
令
を
出
す
こ

と
も
可
能
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
命
令
が
解
除
さ
れ
た
場
合
は
原
状
復
帰

す
る
と
い
う
四
点
で
す
。

　
ω
緊
急
財
政
・
経
済
処
分
・
命
令
権
と
は

　
ω
状
況
”
内
憂
・
外
患
・
天
災
・
地
変
ま
た
は
、
重
大
な
財
政
・
経
済

上
の
危
機
に
お
い
て
、
位り
目
的
”
国
家
の
安
全
保
障
ま
た
は
、
公
共
の
安

寧
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
圓
時
期
”
緊
急
な
る
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
国

会
の
開
会
を
ま
つ
余
裕
が
な
い
と
き
に
限
っ
て
、
㈹
発
動
命
令
”
最
小
限

必
要
な
財
政
・
経
済
上
の
処
分
、
ま
た
は
こ
れ
に
関
す
る
法
律
の
効
力
を

持
つ
財
政
・
経
済
上
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
で
す
。

　
②
緊
急
命
令
権
と
は

　
ω
状
況
”
国
家
の
安
危
に
関
係
す
る
重
大
な
交
戦
状
態
に
お
い
て
、
㈹
”

目
的
鮪
国
家
を
保
衛
す
る
た
め
、
㈹
時
期
髄
緊
急
な
措
置
が
必
要
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二

り
、
国
会
の
開
会
が
不
可
能
な
場
合
に
限
っ
て
、
飼
発
動
権
限
騨
法
律
の

効
力
を
持
つ
命
令
を
発
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
行
の
憲
法
は
、
超
憲
法
的
権
限
を
与
え
た
の
で
は
な

く
、
法
律
的
改
廃
力
の
効
力
を
持
つ
緊
急
財
政
・
経
済
処
分
、
お
よ
び
そ

の
執
行
に
関
す
る
命
令
権
と
、
緊
急
命
令
権
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
命
令
の
違
憲
性
に

関
し
て
、
こ
れ
を
統
治
行
為
と
み
な
す
べ
き
か
、
ま
た
は
憲
法
裁
判
所

の
、
審
判
対
象
に
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
処
分
の
違
憲
・
違
法
性
に
関

し
て
、
法
院
の
審
査
を
受
け
る
べ
き
か
の
点
で
す
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
国
家
緊
急
権
の
一
種
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
効
力
が

憲
法
の
下
位
に
あ
る
法
律
的
効
力
を
も
つ
統
治
行
為
で
あ
る
と
み
な
し

て
、
違
憲
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
応
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
て
、
審
判

を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
濫
用
の
防

止
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
命
令
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
現
存
秩
序
の
維
持
と
回
復
の
た
め

で
消
極
的
な
も
の
に
限
り
ま
す
。
公
共
福
祉
の
増
進
と
い
う
目
的
の
た
め

に
積
極
的
に
行
使
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
常
識
的
で
あ
り
ま

す
。

　
緊
急
権
発
動
に
関
す
る
判
断
は
、
大
統
領
だ
け
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

緊
急
状
況
が
現
実
的
に
発
生
し
た
と
き
に
限
り
ま
す
。
発
生
す
る
憂
慮
が

あ
る
と
し
て
事
前
に
発
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
事
後



的
措
置
に
限
り
る
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
大
統
領
の
緊
急
権
発
動
の
手
続
は
、
ω
国
務
会
議
の
審
議
を
経
る
こ
と
、

㈹
こ
の
と
き
国
家
安
全
保
障
に
関
連
す
る
事
項
は
国
家
安
全
保
障
会
議
の

諮
問
を
受
け
る
こ
と
、
圓
必
ず
文
書
で
行
う
こ
と
、
こ
の
文
書
に
は
、
国

務
総
理
と
関
係
国
務
委
員
の
副
署
が
あ
る
こ
と
、
㈹
大
統
領
は
遅
滞
す
る

こ
と
な
く
、
国
会
に
報
告
し
て
承
認
を
得
る
こ
と
、
も
し
承
認
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
そ
の
処
分
、
命
令
は
そ
の
と
ぎ
か
ら
効
力
を
喪
失
す

る
、
㈲
こ
の
場
合
、
緊
急
命
令
に
よ
っ
て
、
改
廃
さ
れ
た
法
律
は
そ
の
命

令
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
か
ら
当
然
効
力
を
回
復
す
る
。
よ
っ

て
国
会
が
休
会
中
ま
た
は
閉
会
中
で
あ
れ
ぽ
、
大
統
領
は
す
み
や
か
に
、

開
会
を
要
求
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
権
と
軍
政
は
別
の
事
項
で
す
。
軍
政
は
戒
厳
宣
布
権
で
実
施
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
緊
急
命
令
権
で
は
、
軍
政
を
宣
布
し
て
兵
力
を
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
交
戦
状
態
で
軍
隊
の
動
員
が
必
要
で
あ

る
と
き
は
、
非
常
戒
厳
を
宣
布
し
て
対
処
す
べ
ぎ
で
す
。

　
緊
急
権
発
動
の
期
間
は
、
そ
の
暫
定
的
な
性
格
上
目
的
達
成
の
た
め
最

短
期
間
に
限
り
ま
す
。
そ
の
原
因
が
消
滅
し
た
場
合
は
遅
滞
す
る
こ
と
な

く
解
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
滅
如
何
の
判
断
は
大
統
領
が
行
い

ま
す
が
、
客
観
的
に
み
て
消
滅
し
た
の
に
も
拘
ら
ず
解
除
し
な
い
場
合

は
、
国
会
の
議
決
で
解
除
を
要
求
す
べ
ぎ
で
す
。
こ
の
と
き
も
し
大
統
領

が
応
じ
な
け
れ
ぽ
国
会
は
弾
劾
訴
追
を
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
韓
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
緊
急
権
（
丘
）

　
3
．
緊
急
権
発
布
に
対
す
る
統
制

　
①
　
緊
急
命
令
権
発
動
を
国
会
の
承
認
事
項
と
し
て
憲
法
に
規
定
し
て

あ
り
ま
す
が
、
解
除
要
求
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
立
法
の
不
備

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
会
の
地
位
か
ら
み
て
当
然
解
除
権
も
認
め

る
べ
ぎ
だ
と
解
釈
す
る
わ
け
で
す
。
国
会
は
緊
急
権
発
動
の
期
間
中
で
も

正
常
的
な
活
動
（
法
律
改
廃
、
国
政
監
査
・
調
査
）
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
と
い
う
点
で
一
般
議
決
定
足
数
で
解
除
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
以
外
の
国
会
の
行
政
府
統
制
方
法
と

し
て
は
、
国
務
総
理
・
国
務
委
員
の
国
会
出
席
要
求
と
質
間
権
・
解
任
建

議
権
、
予
算
審
議
確
定
権
等
を
通
じ
て
圧
力
を
か
け
る
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　
②
　
司
法
的
統
制
　
　
現
行
憲
法
に
は
緊
急
権
発
動
時
の
司
法
的
統
制

に
対
し
て
明
文
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
、
緊
急
権
を
統
治
行

為
と
み
な
し
て
、
司
法
的
統
制
が
不
可
能
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
緊
急
財
政
・
経
済
処
分
・
命
令
権
お
よ
び
緊
急
命
令
権
は
法
律
的
効
力

を
持
つ
以
上
、
違
憲
法
律
提
訴
権
を
も
っ
て
い
る
法
院
と
審
判
権
を
も
っ

て
い
る
憲
法
裁
判
所
で
は
、
個
別
的
・
具
体
的
緊
急
命
令
措
置
に
対
し
て
、

司
法
的
審
査
を
し
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
緊
急
措
置
に
対
し
て
は
国
会
統
制
（
承
認
・
解
除
要
求
権
）
が
も
っ

と
も
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
三
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4
．
戒
厳
宣
布
権

　
一
般
的
に
戒
厳
（
ヨ
胃
鼠
二
睾
）
と
は
戦
時
・
事
変
ま
た
は
、
こ
れ
に

準
ず
る
国
家
非
常
事
態
に
お
い
て
、
兵
力
を
も
っ
て
、
軍
事
上
の
必
要
に

応
じ
ま
た
は
公
共
の
安
寧
秩
序
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
法
律
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
国
民
の
基
本
権
、
政
府
と
法
院
の
権
限
に
関

し
て
、
大
統
領
は
、
特
別
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。　

こ
の
よ
う
な
憲
法
第
七
七
条
の
戒
厳
と
憲
法
第
七
六
条
の
緊
急
命
令
権

は
伝
統
的
護
憲
の
武
器
と
し
て
、
自
由
民
主
的
基
本
秩
序
を
守
る
た
め
の

立
憲
的
独
裁
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
戒
厳
は
戒
厳
法
と
同
施
行
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
す
が
、
国
家
非
常
事

態
の
危
害
が
具
体
的
に
発
生
し
た
場
合
に
限
っ
て
事
後
的
に
発
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
段
は
兵
力
を
動
員
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
こ

れ
は
第
七
六
条
の
緊
急
命
令
権
と
と
も
に
法
治
主
義
に
対
す
る
重
大
な
例

外
で
あ
る
た
め
、
そ
の
行
使
の
制
限
は
立
憲
主
義
と
の
調
和
が
要
望
さ
れ

ま
す
。

　
戒
厳
は
非
常
戒
厳
と
警
備
戒
厳
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
宣
布
は
大
統
領

だ
け
が
行
い
ま
す
。

　
㈲
　
非
常
戒
厳
　
　
非
常
戒
厳
は
、
大
統
領
が
戦
時
・
事
変
ま
た
は
、

こ
れ
に
準
ず
る
国
家
非
常
事
態
に
お
い
て
、
敵
と
交
戦
状
態
で
あ
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四

合
、
社
会
秩
序
が
極
度
に
混
乱
し
て
、
行
政
・
司
法
機
能
の
遂
行
が
、
非

常
に
困
難
な
場
合
に
軍
事
上
の
必
要
に
応
じ
ま
た
公
共
の
安
寧
秩
序
を
維

持
す
る
た
め
宣
布
し
ま
す
。
ま
た
非
常
戒
厳
が
宣
布
さ
れ
た
場
合
に
は
、

令
状
制
度
、
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
と
、
政
府
ま
た
は
法
院

の
権
限
に
関
し
て
、
特
別
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

⑧
　
警
備
戒
厳
　
　
警
備
戒
厳
は
、
戦
時
・
事
変
ま
た
は
、
こ
れ
に
準

ず
る
国
家
非
常
事
態
に
お
い
て
、
社
会
秩
序
が
混
乱
し
、
一
般
行
政
機
関

だ
け
で
は
、
治
安
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
公
共
の
安
寧

秩
序
を
維
持
す
る
た
め
宣
布
し
ま
す
。

　
戒
厳
宣
布
の
判
断
権
は
大
統
領
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
判
断
基
準
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
な
規
定
が
必
要
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
戒
厳
の
宣
布
手
段
は
、
先
ず
、
国
防
部
長
官
ま
た
は
内
務
部
長
官
が
、

戒
厳
宣
布
要
件
を
充
足
し
た
事
由
が
発
生
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、
国
務

総
理
を
経
由
し
て
大
統
領
に
そ
の
宣
布
を
建
議
し
ま
す
。
そ
れ
を
大
統
領

が
認
定
し
た
場
合
、
宣
布
の
理
由
、
種
類
、
施
行
の
日
時
、
施
行
地
域
、

戒
厳
司
令
官
等
を
公
告
し
ま
す
。
こ
れ
を
国
会
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
通

告
し
ま
す
。
も
し
国
会
が
閉
会
中
で
あ
れ
ば
、
大
統
領
は
す
み
や
か
に
国

会
の
開
会
を
要
求
し
ま
す
。

　
大
統
領
は
戒
厳
宣
布
の
あ
と
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
戒
厳
の
種
類
、
地



域
、
司
令
官
等
を
、
国
務
会
議
の
審
議
を
経
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
も
国
会
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
◎
戒
厳
の
効
力
　
　
戒
厳
の
具
体
的
効
力
は
、
警
備
戒
厳
の
場
合

と
、
非
常
戒
厳
の
場
合
で
若
干
違
い
ま
す
。
し
か
し
ど
の
戒
厳
の
場
合
で

も
、
国
会
議
員
は
現
行
犯
で
な
い
限
り
、
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①
　
非
常
戒
厳
の
効
力
　
　
非
常
戒
厳
下
の
特
別
措
置
は
、
政
府
と
法

院
の
権
限
に
関
す
る
も
の
と
、
国
民
の
基
本
権
制
限
に
関
す
る
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。

　
＠
　
政
府
と
法
院
の
権
限
に
関
す
る
特
別
措
置
の
根
拠
は
、
憲
法
第
七

七
条
第
三
項
に
「
…
政
府
ま
た
は
法
院
の
権
限
に
関
し
て
、
特
別
の
措
置

を
講
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、
非
常

戒
厳
の
宣
布
と
同
時
に
戒
厳
司
令
官
は
、
戒
厳
地
域
内
の
、
す
べ
て
の
行

政
事
務
と
司
法
事
務
を
管
掌
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
戒
厳
地
域
内
の
行

政
機
関
（
情
報
・
保
安
機
関
含
む
）
、
司
法
機
関
は
、
戒
厳
司
令
官
の
指
揮
・

監
督
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
戒
厳
法
第
七
条
一
項
に
規
定
し
た
す
べ
て
の
司
法
事
務
と
は
、

厳
格
な
意
味
に
お
い
て
、
裁
判
作
用
を
除
外
し
た
一
般
の
司
法
業
務
、
即

ち
、
司
法
警
察
、
検
察
、
公
訴
提
起
、
刑
の
執
行
、
民
事
非
訟
事
件
等
を

意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
数
説
で
あ
り
ま
す
。

　
非
常
戒
厳
下
の
軍
事
裁
判
は
、
軍
人
、
軍
務
員
の
犯
罪
・
軍
事
に
関
す
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る
ス
パ
イ
と
、
哨
兵
・
哨
所
・
有
毒
飲
食
物
供
給
・
捕
虜
に
関
す
る
罪
の

う
ち
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
の
み
、
単
審
裁
判
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
死
刑
に
関
し
て
は
複
審
の
審
判
に
ょ
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
単
審
で
の
死
刑
の
廃
止
は
現
行
憲
法
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　
⑥
　
基
本
権
制
限
に
関
す
る
特
別
措
置
　
　
前
述
の
憲
法
で
は
「
…
令

状
制
度
、
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
の
自
由
に
関
し
て
、
特
別
の
措
置

を
講
る
こ
と
が
で
ぎ
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、

戒
厳
法
に
は
、
軍
事
上
必
要
な
場
合
、
逮
捕
・
拘
禁
・
押
収
・
捜
索
・
居

住
・
移
転
（
疎
開
・
待
避
）
・
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
ま
た
は
、
団
体
行

動
に
対
し
て
、
特
別
の
措
置
を
講
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
こ
の
場
合
戒

厳
司
令
官
は
、
そ
の
措
置
内
容
を
、
前
も
っ
て
公
告
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
戒
厳
司
令
官
は
、
　
「
徴
発
法
」
に
よ
っ
て
、
人
的
動
員
、
物
的

徴
発
、
軍
需
物
資
の
調
査
・
登
録
・
搬
出
禁
止
、
国
民
の
財
産
破
壊
・
焼

却
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
発
生
し
た
損
失
に

対
し
て
は
、
後
で
大
統
領
令
に
よ
っ
て
正
当
補
償
す
る
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
ら
す
べ
て
の
基
本
権
制
限
は
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限

っ
て
最
小
限
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
②
　
警
備
戒
厳
の
効
力
　
　
警
備
戒
厳
に
お
い
て
は
、
戒
厳
地
域
内
の

軍
事
に
関
す
る
行
政
事
務
と
司
法
事
務
だ
け
を
管
掌
し
ま
す
。
軍
事
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五



　
　
　
比
較
法
学
二
二
巻
二
号

の
一
般
行
政
・
司
法
事
務
は
、
前
と
同
じ
く
民
政
で
執
行
し
ま
す
。
こ
の

警
備
戒
厳
は
、
社
会
の
安
寧
秩
序
の
回
復
と
い
う
、
治
安
維
持
の
行
政
目

的
だ
け
を
主
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
戒
厳
法
に
も
国
民
の
基
本
権
制

限
、
徴
発
、
損
失
補
償
、
軍
事
法
院
に
関
し
て
は
、
非
常
戒
厳
の
地
域
に

限
っ
て
規
定
し
て
い
て
、
警
備
戒
厳
の
地
域
に
は
規
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
警
備
戒
厳
も
、
そ
の
宣
布
公
告
、
国
会
通
告
、
戒
厳
司
令
官
、
地

域
、
指
揮
・
監
督
・
解
除
等
は
非
常
戒
厳
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
5
．
戒
厳
の
解
除

　
①
　
解
除
の
方
法
　
　
非
常
事
態
が
解
消
し
て
平
素
状
態
に
回
復
し
た

場
合
と
、
国
会
が
解
除
を
要
求
し
た
場
合
は
、
大
統
領
は
遅
滞
す
る
こ
と

な
く
戒
厳
を
解
除
し
、
公
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
大
統

領
は
、
国
防
部
長
官
、
ま
た
は
、
内
務
部
長
官
が
国
務
総
理
を
経
て
、
解

除
を
建
議
し
て
き
た
場
合
と
、
国
会
で
の
解
除
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、

国
務
会
議
を
経
て
解
除
し
ま
す
。
も
し
こ
れ
に
大
統
領
が
応
じ
な
け
れ

ぽ
、
国
会
で
は
弾
劾
の
訴
追
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
②
　
解
除
の
効
果
　
　
戒
厳
を
解
除
し
た
場
合
は
す
べ
て
の
行
政
・
司

法
事
務
は
、
平
常
の
通
り
復
帰
し
ま
す
。
軍
事
法
院
に
繋
属
し
て
い
る
事

件
は
一
般
法
院
に
帰
属
さ
せ
ま
す
。
こ
の
と
ぎ
大
統
領
は
、
必
要
で
あ
る

と
認
定
し
た
場
合
に
限
り
軍
事
裁
判
の
裁
判
権
を
一
ヵ
月
以
内
に
限
っ
て

延
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
六
六

　
③
　
戒
厳
に
対
す
る
統
制

　
＠
　
国
会
に
よ
る
統
制
　
　
国
会
は
在
籍
過
半
数
の
賛
成
で
戒
厳
の
解

除
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
戒
厳
宣
布
中
で
も
立
法
活
動

の
継
続
、
国
政
の
監
査
、
調
査
権
、
国
務
総
理
・
国
務
委
員
の
国
会
出
席

要
求
と
質
問
権
、
解
任
建
議
権
、
弾
劾
訴
追
権
等
を
通
じ
て
行
政
府
の
権

限
乃
至
戒
厳
権
に
対
し
て
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
⑥
　
司
法
的
（
法
院
、
憲
法
裁
判
所
）
統
制
　
　
戒
厳
は
統
治
行
為
と
み

な
さ
れ
て
、
司
法
的
審
査
が
否
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
戒
厳
の
個
別
的
措

置
と
命
令
に
対
し
て
は
、
司
法
審
査
が
可
能
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ

り
ま
す
。

　
◎
　
国
民
に
よ
る
統
制
　
　
国
民
の
世
論
喚
起
と
抵
抗
権
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
国
会
で
の
統
制
が
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
国
家
緊
急
権
と
そ
の
運
営
に
お
い
て
単
片
的
に
考
察
し

て
み
ま
し
た
が
、
第
六
共
和
国
憲
法
に
規
定
し
た
程
度
の
国
家
緊
急
権
は

南
北
対
立
の
韓
国
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
過
去
の

よ
う
に
統
治
権
者
の
統
治
の
方
法
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
そ
の
運
営
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
特
に
国
民
の
基
本
権
の
侵
害

が
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
（
本
稿
は
、
一
九
八
八
年
七
月
七
日
、
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
に
お
い
て
行

な
っ
た
講
演
内
容
で
あ
る
。
）
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国家緊急権に関する各共和国憲法規定

　　　　　（附録第1）

　　　　　韓国戒厳略史

事 由

済州道暴動

麗水・順天叛乱

6．25事変

4．19学生義挙

5．16軍事革命

磁種類1 期 間i 地 域隔考
1・94絃・α・7一・λ3・i済州道全域1

1・94絃・α21一未詳1 麗水・順天地区

非常戒厳1・95α乳8一・95鉱231 全国または地域

警鰍厳1 1960．4．19。13：00 ソウル地区
非常戒厳1・96α輔一・96α6・7釜畠1レ薪躍：邸・

”

厳
厳

戒
戒

常
備

非
警

6．3事態 1非甑厳

10月維新 非常戒厳

’f

1961．5．16～196115．27

1961．5．27～1962．12．5

1964．6．3～1964．7．29

釜山事態

10．26事態
（朴死亡）

1970．10．17～
　　　　1970．12．13

非常戒厳i197鵬鞭こ吸収

κ

　
〃

　
　
　
〃

1979．10．27～

　　　　1980．5．17
1980．5．17～1980．10．17
1980．10．17～

　　　　1981．1．24

後　に　全　国

全

〃

国

ソウル　地　域

全 国

釜　山　地　域

全国（済州除外）

全　国　拡大
（済州除外）全国

3年16目間

4時間

50日間

12日間

191日間

57日間

68目間

9日間

455日間

　　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第2）

　　　　　　　　　　　　　第一共和国憲法（1948．7．17）

　第57条　内憂・外患・天災・地変または重大な財政・経済上の危機に際し，公共の安寧

秩序を維持するため緊急な措置をとる必要があるときには，大統領は国会の開会をまつ余

裕がない場合に限って法律の効力をもつ命令を発するかまたは財政上必要な処分をするこ

とが出来る。

　前項の命令または処分は遅滞することなくこれを国会に報告し，承認を得なければなら

ない。万一国会の承認を得られなかつた場合には，その時以後効力を喪失し，大統領は遅

滞することなくこれを公布しなければならない。

　第64条　大統領は法律の定めるところによって戒厳を宣布する。

山
ハ
七

　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第3）

　　　　　　　　　　　　　第二共和国憲法（1960．6．15）

　　　　　　　　　　　　　　　　（第3次改憲）

　第57条　内憂・外患・天災・地変または重大な財政・経済上の危機に際し公共の安寧秩

序を維持するため緊急な措置をとる必要がある場合には，大統領は国会の開会をまつ余裕

がないときに限って，国務会議の議決を経て，財政上必要な処分をすることが出来る。前

項の処分を執行するため必要な場合は，国務総理は法律の効力をもつ命令を発することが

出来る。



第58条　第57条の処分・命令は遅滞することなく国会に報告して，その承認を得なければ

ならない。もしこのとき民議院が解散された場合は参議院の承認を得なければならない。

　前項の承認が得られなかった場合の処分，命令はそのとき以後効力を喪失する。

　第64条　大統領は国務会議の議決によって戒厳を宣布する。

　戒厳の宣布が不当であると認定した場合，大統領は国務会議の議決にかかわらずその宣

布を拒否することができる。

　戒厳が宣布されたときは法律の定めによって国民の権利と行政機関または法院の権限に

関して特別な措置をとることができる。

比
較
法
学
二
二
巻
二
号

　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第4）

　　　　　　　　　　　　第三共和国憲法（1962．12．26）

　　　　　　　　　　　　　　　　（第5次改憲）

　第73条①　内憂・外患・天災・地変または重大な危機に際して，公共の安寧秩序を維持

するたあに，緊急な措置が必要であり，国会の開会をまつ余裕がない場合に限って，大統

領は最小限の必要な財政・経済上の処分またはこれに関する法律の効力をもつ命令を発す

ることがでぎる。

　②　国家の安危に関係ある重大な交戦状態において国家を保衛するため，緊急な措置が

必要であり，国会の開会が不可能な場合に限って大統領は法律の効力をもつ命令を発する

ことが出来る。

　③第1項と第2項の命令また処分は遅滞することなく国会に報告してその承認を得な

ければならない。

　④前項の承認を得られないときはその命令・処分はそのときから効力を喪失する。た

だその命令によって改正または廃止された法律はその命令の承認を得られないときから当

然効力を回復する。

　⑤大統領は第3項および第4項の事由を遅滞することなく公布しなければならない。

　第75条①大統領は戦時・事変またはこれに準する国家非常事態において，兵力をもっ

て軍事上の必要または公共の安寧秩序を維持する必要がある場合法律の定めによって戒厳

を宣布することができる。

　②戒厳は非常戒厳と警備戒厳にする。

　③非常戒厳が宣布されたときは法律の定めによって令状制度，言論・出版・集会・結

社の自由，政府または法院の権限に関して特別な措置をとることができる。

　④戒厳を宣布したときには，大統領は遅滞することなく国会に通告しなければならな

い。

　⑤　国会が戒厳の解除を要求した場合には，大統領はこれを解除しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第5）

　　　　　　　　　　　　第四共和国憲法（1972．12．27）

　　　　　　　　　　　　　　　　（第7次改憲）

第53条①　大統領は天災・地変または重大な財政・経済上の危機に処した場合，国家の

安全保障または公共の安寧秩序が重大な威脅を受けるか，受ける憂慮があるときに，迅速

な措置をとる必要があると判断した場合には内政・外交・国防・経済・財政・司法等国政

全般にかけて必要な緊急措置をとることができる。

　②大統領は第1項の場合，必要であると認定したときには憲法に規定してある国民の
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自由と権利を暫定的に停止する緊急措置をとることがでぎる。また政府や法院の権限に関

しても緊急措置をとることができる。

　③第1項と第2項の緊急措置をとる場合には，大統領は遅滞することなく国会に通告

しなければならない。

　④第1項と第2項の緊急措置は司法的審査の対象にしてはいけない。

　⑤　緊急措置の原因が消滅した場合には，大統領は遅滞することなくこれを解除しなけ

ればならない。

　⑥　国会は存籍過半数の賛成で緊急措置の解除を大統領に建議することができる。大統

領は特別な事由がない限りこれに応じなければならない。

　第54条①大統領は戦時・事変またはこれに準する国家非常事態において，兵力で軍事

上の必要または公共安寧秩序の維持の必要がある場合には，法律の定めによって戒厳を宣

布することができる。

　②戒厳は非常戒厳と警備戒厳にする。

③非常戒厳が宣布された場合には法律の定めにょって令状制度，言論・出版・集会・

結社の自由，政府また法院の権限に関して特別な措置をとることが出来る。

　④戒厳を宣布した場合，大統領は遅滞することなく国会に通告しなければならない。

　⑤　国会が在籍過半数の賛成で戒厳の解除を要求した場合には大統領はこれを解除しな

ければならない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第6）

　　　　　　　　　　　　第五共和国憲法（1980，10．27）

　　　　　　　　　　　　　　　　（第8次改憲）

　第51条①　大統領は天災・地変または重大な財政・経済上の危機に際し，もしくは国家

の安全を威脅する交戦状態またこれに準する重大な非常事態に際し，国家を保衛するた

あ，急速な措置をとる必要があると判断された場合には，内政・外交・国防・経済・財政

・司法等国政全般にかけて必要な非常措置をとることができる。

　②大統領は第1項の場合に必要であると認定した場合には憲法に規定する国民の自由

と権利を暫定的に停止することがでぎる。また政府・法院の権限に関しても特別な措置を

とることがでぎる。

③第1項と第2項の措置をとる場合には，大統領は遅滞することなく国会に通告し

て，承認を得なければならない。承認を得られない場合にはそのときからその措置の効力

は喪失する。

④第1項と第2項の措置はその目的が達成されると考えられる最短期間に限定しなけ

ればならないし，その原因が消滅したときには，大統領は遅滞することなくこれを解除し

なければならない。

　⑤　国会が在籍過半数の賛成で非常措置の解除を要求した場合には・大統領はこれを解

除しなければならない。

　第52条①大統領は戦時・事変またはこれに準する国家非常事態において・兵力で軍事

上の必要に応ずるため，公共の安寧秩序の維持のため必要ある場合に法律の定めるところ

により戒厳を宣布することがでぎる。

　②戒厳は非常戒厳と警備戒厳に分ける。

③非常戒厳が宣布された場合には法律の定めるところにより令状制度，言論・出版・

集会・結社の自由，政府と法院の権限に関して特別な措置を講じることができる。



　④戒厳を宣布したときには，大統領は遅滞することなく国会に通告しなければならな

いo

　⑤　国会が在籍議員過半数の賛成で戒厳の解除を要求した場合には，大統領はこれを解

除しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　（附録第7）

　　　　　　　　　　　　　第六共和国憲法（1988．2．25）

　　　　　　　　　　　　　　　　（第9次改憲）

　第76条①　大統領は，内憂・外患・天災・地変または重大な財政・経済上の危機に際

し，国家の安全保障または公共の安寧秩序を維持するため緊急の措置が必要となり，国会

の開会を待つ余裕のない場合に限り，最小限に必要な財政・経済上の処分を行なうとか，

これに関して法律の効力を有する命令を発することができる。

　②大統領は，国家の安危に関わる重大な交戦状態に際し，国家を保衛するため緊急の

措置が必要となり，国会の開会が不可能な場合に限り，法律の効力を有する命令を発する

ことができる。

③大統領は，第1項と第2項の処分または命令を下した場合には，遅滞することなく

これを国会に報告し，その承認を得なければならない。

　④第3項の承認を得られなかった場合には，その処分または命令は，その時以後効力

を喪失する。この場合，その命令によって改正または廃止された法律は，その命令が承認

を得られなかった時から当然，その効力を回復する。

　⑤　大統領は第3項と第4項の事由を遅滞することなく公布しなければならない。

　第77条①　大統領は，戦時，事変またはこれに準ずる国家非常事態に際し，兵力をもっ

て軍事上の必要に応じるとか，公共の安寧秩序を維持する必要がある場合には，法律の定

めるところにより，戒厳を宣布することができる。

　②　戒厳は非常戒厳と警備戒厳に分ける。

　③非常戒厳が宣布された場合には，法律の定めるところにより，令状制度，言論・出

版・集会・結社の自由，政府または法院の権限に関して，特別の措置を講じることができ

る。

　④戒厳を宣布した場合には，大統領は，遅滞することなくこれを国会に通告しなけれ

ばならない。

　⑤　国会が，在籍議員過半数の賛成を通じて，戒厳の解除を要求した場合には，大統領

は，これを解除しなければならない。
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